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敦賀発電所１号機 制御棒駆動水圧系統ベント弁シート部の傷について 

 

敦賀発電所１号機（沸騰水型軽水炉：定格電気出力３５．７万キロワット）は、第３２回

定期検査（平成２０年１１月７日開始）において、現在、制御棒駆動水圧系統※１の耐震裕

度向上工事として、サポートを含め当該系統配管の一部を交換しています。 

工事終了後に行う耐圧試験の準備として、当該系統内の空気を抜くためのベント弁全１４

６台（７３基×２）について点検を行ったところ、１３台の弁のシート面に傷や浸透探傷試

験による指示模様が確認され、このうち３台（入口側２台、出口側１台）について、弁座の

シート面を横断する傷が認められました。 

 

当該系統は、実用炉規則※２での安全上重要な設備に該当し、弁座のシート面を横断する

傷が認められた３台のうち、出口側１台がこの系統に要求される原子炉冷却材圧力バウンダ

リ機能※3を満足していないと判断しました。 

本事象は、実用炉規則第１９条１７項第３項の報告事項に該当しております。 

 

今後、傷や指示模様の発生原因等について調査を行います。 

この事象による周辺環境への影響はありません。 
 
 

※１：制御棒を水圧によって原子炉内へ挿入または引き抜きするために駆動水を供給する系統。 

 

※２：実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則 

 

※３：原子炉圧力容器や炉心を冷やすための冷却材が通る配管などが含まれる範囲の総称。原子炉の通常運

転中は原子炉内部(約 70 気圧)と同じ圧力に保たれている。 

 

 

添付：敦賀発電所１号機の制御棒水圧系統ベント弁点検状況 
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敦賀発電所１号機 制御棒駆動水圧系統ベント弁点検状況図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

指示模様 

原子炉圧力容器 

圧力抑制プール 

復水器 

ﾀｰビ

給水ポンプ 

海
水

蒸気    タービン へ 

制御棒 
駆動機構 

原子炉格納容器 

発電機

タービン 

原子炉 
再循環ポンプ 

系統概要図 

添 付

制御棒駆動水圧系統概略図 
浸透探傷試験 

弁座 

弁仕様 

 口  径：２０Ａ（外径約３８ｍｍ） 

 型  式：ゲート弁 

 材  質：ステンレス鋼 

シート部：ステライト 

弁座 

弁体

弁棒
グランド

パッキン

流れ方向
弁シート部 

（出口側） 

ベント弁断面図 

弁座 

手前側 

約 2mm 
弁座 出口側 

奥側 

制御棒駆動水ポンプ

制御棒 

引き抜き 

挿入 

水圧制御 

ユニット 

（全７３基）

原子炉建屋 

原子炉 
格納容器 

原子炉 
圧力容器 

制御棒 
駆動機構 

引き抜き側ベント弁 

（７３台中９台に傷もしくは指示模様） 

挿入側ベント弁 

（７３台中４台に傷もしくは指示模様） 

浸透探傷試験および目視検査におい

て、引き抜き側ベント弁１台で弁座

のシート面を横断する長さ約 2mm の

傷を確認した。 

写真方向

目視検査 

傷 

弁シート部 

（入口側） 

水圧制御

ユニット 

傷 

シート面 

出口側 
入口側 

指示模様 

シート面 


